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               指導者  大空 優紀 

        

１ 日  時  平成 31 年４月 19 日（金）第６校時（14：35～15：20） 

 

２ 場  所  ５年２組 教室 

 

３ 学年・組  ５年２組（男子 19 名，女子 14名 計 33 名） 

 

４ 単元設定の理由 

（１）単元観 

    本単元は，小学校学習指導要領, 第５学年の内容「Ｂ 量と測定」「（２）体積について単位と測定の

意味を理解し, 体積を計算によって求めることができるようにする。」を受けて設定している。 

第５学年では, 立方体や直方体は, 一辺が１cmや１mなどの単位体積の立方体を積み重ねてつくること

ができるため, 立体の体積も面積などと同じように単位の大きさを決めるとその幾つ分として数値化し

て捉えることができるようにする。そして, 長方形などの面積の求め方と同じように, 立方体や直方体の

体積も, 単位となる大きさに着目すると, 図形の大きさを決定付ける辺の長さを基に計算で求めること

が理解できるようにすることもねらいとしている。つまり, 縦, 横, 高さを測ることによって, 乗法を用

いると, 単位体積の立方体の個数を手際よく求めることができるよさに気付き, 計算を用いて体積を求

め, （直方体の体積）＝（縦）×（横）×（高さ）という公式をつくることができるようにする必要があ

る。さらに, 縦と横の長さを固定した直方体について, 高さが２倍, ３倍, ４倍, …になるときの体積の

変化を考えさせるなどして, 体積の公式の意味について, 比例の学習との関連で理解を深めさせること

も大切である。さらには, これまでに学習してきた長さ, 面積などの単位間の関係と, 体積の単位間の関

係を比較し, 総合的に考察することで, 単位間の関係について理解を深めるとともに, 既習の知識と結

び付けて考えようとする態度を養うことが大切である。 

   【指導の系統】 

 

 

 

 

 

（２）児童観 

本単元に関わる第４学年の学習内容「面積」の習熟度を調査したところ, レディネステストの正答率は

86％であった。その中でも, 本時の学習内容に関わる「面積が分かっている長方形の縦の長さを求める」

問題については, 面積の公式を活用して問題解決できた児童の割合は 83％であった。この結果から，面

積の学習において, ほとんどの児童が公式を使って面積を求めることができていたことが分かる。しかし，

「面積が分かっている長方形の縦の長さを求める」問題では，単位の表記間違いが多く見られた。この

第 2 学年 

かさ 

・普遍単位による測定 

・簡単なかさの測定 

・１L の量感 

・かさの見積もり 

第１学年 

おおきさくらべ（１） 

・体積（かさの認知） 

・測定の素地（直接比較, 

間接比較 , 任意単位

による比較） 

三原市立本郷小学校  第５学年 算数科学習指導案 

単元名：1000 ㎤の入れ物づくりをしよう！ 
―体積― 

本単元で育成する資質・能力  思考力 

第５学年 

体積 

・体積の概念と単位 

・直方体, 立方体の体

積の公式 

・容積 

第６学年 

立体の体積 

・角柱, 円柱の体積 

 

およその形と大きさ 

・およその体積 
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ことから，縦×横という公式は, 単位面積が１㎠の場合, 1 辺が１㎝の正方形が縦にいくつ, 横にいくつ

並んでいるかという意味であることを理解していない児童もまだいると考えられる。そのため，体積の

学習では，立方体の積み木を活用して，根拠を示して式の説明をする活動を繰り返し取り入れ定着させ

る必要がある。 

（３）指導観 

本単元の指導にあたっては, 立方体の積み木を積み重ねる活動を通して, 立体の体積も面積と同様に

単位体積の幾つ分かで捉えられると理解させることを大切にする。それによって, 長方形の面積を求めた

場合からの類推によって, 縦, 横, 高さを測ることによって, 計算で体積を求められることに気付かせ

る。そして, 学習したことを活用して複雑な図形の体積を求めたり, 立体の体積と縦の長さ, 横の長さか

ら高さを求めたりし, 立体の体積についてその単位や測定の意味の理解を確実なものにする。 

単元の導入場面では, 1000 ㎤の入れ物づくりをすることを単元の最終目標とし, そのために必要な体

積の普遍単位㎤, ㎥を知り, 直方体や立方体の体積の求め方を調べていくという「課題の設定」を行う。

（ＵＤ⑤見通し）１辺が１cmの立方体の体積を１㎤といい, これを単位体積とし, 単位体積が幾つある

かで立体の体積を求めることができるという「情報の収集」を行う。次に, 直方体や立方体の体積を計算

で求める方法を考え, 直方体や立方体の体積を求める公式をまとめる。そして, 容積の意味を知るととも

に, Ｌと㎤の単位の関係をとらえる。さらに, ㎥の単位を知るとともに, ㎥と㎤との関係をとらえる。こ

こで, 体積の大きさについての感覚を育むために，実際に１㎥の大きさの立方体を観察する活動を行い,

既習と結び付ける「整理・分析」を行う(ＵＤ⑧既習)。その上で, 直方体の高さを求める学習活動を設定

し，体積の公式を活用すれば体積と縦，横の長さから直方体の高さを求めることができると気付かせたり，

複雑な図形の体積を求める学習活動を設定し, 複雑な図形の体積であっても, 分けたりつぎ足したりし

て直方体や立方体に形を変えることで容易に体積を求めることができると気付かせたりする。これらの学

習活動は単元末の 1000 ㎤の入れ物づくりの学習に大きく関わる学習活動である（ＵＤ⑦授業の展開の構

造化）。その後, 直方体の縦と横の長さを固定し, 高さを２倍, ３倍…と変えると, 体積も２倍, ３倍と

変化する比例関係になっていることを理解させる。単元の終末では, 既習事項を総合的に活用し, 1000

㎤の入れ物を工作用紙でつくっていく。それによって, 縦, 横, 高さの３つの数のかけ算の組み合わせが

1000 になればよいことや, 1000 ㎤が１Ｌであることを体験的に理解させる。 

 １㎤の立方体を敷き詰める活動や１㎥の大きさをつくる活動を取り入れること, どの児童も主体的に

活動に取り組むとともに, 量の大きさについての豊かな感覚を養い, 体積についての単位と測定の意味

の理解を確実なものにできるよう指導していきたい。 

 

＜本単元で育成しようとする資質・能力とのかかわり＞  

本単元では, 立体の体積を単位体積の幾つ分かで捉え, その考え方を説明する活動を設定している。単

元を通して，このような活動を繰り返すことで，思考力を高める。 
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５ 単元の目標 

○単位となる大きさの何個分としてものの大きさを数値化することのよさがわかり, 進んでこれを活用し

ようとする。 

○直方体や立方体の体積公式を考え出したり, これを活用して簡単な複合図形の体積の求め方を工夫した

りすることができる。 

○直方体や立方体の体積を求めることができる。 

○体積や容積の意味がわかり, 単位㎤, ㎥を知る。 

 

６ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技 能 

数量や図形についての 

知識・理解 

単位体積の立方体の

何個分として直方体

や立方体の体積を数

値化することのよさ

がわかり , 進んでこ

れを活用しようとす

る。 

単位体積の立方体の並び方か

ら辺の長さに着目し, 直方体や

立方体の体積公式を考え出し

たり, これを活用して簡単な複

合図形の体積の求め方を工夫

したりしている。 

直方体や立方体の体

積を，公式を用いて

求めている。 

体積と容積の意味がわ

かり, 単位㎤, ㎥を知

る。 

 

７ 指導と評価の計画（全 10 時間） 

時

間 

ねらい・学習活動 評価規準（評価方法） 

☆学習スパイラル（６つ）

を明記 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

１ 

・かさを数値化する方法を
考え, 体積の概念を理解
し, 単位㎤を知る。 

○体積は, １㎤がいくつ分
あるかで表すことができ
る。 

課題の設定 
情報の収集 

   

○直方体や立方体の
体積を, 積み木の
何個分で求めるこ
とを知る。 
（ノート・発表） 

２ 

・直方体や立方体の体積を
計算で求める方法を考
え, 公式をまとめる。 

○直方体の体積＝たて×横
×高さ, 立方体の体積＝
１辺×１辺×１辺 

        整理・分析 

  

○直方体や立法体
の体積を, 公式
を用いて求める
ことができてい
る。 
（ノート・発表） 

◎１㎤の立方体の並
び方から辺の長さ
に着目し, 公式を
理解する。 
（ノート・発表） 
 
 

３ 

・Ｌと㎤の単位の関係をと
らえ，容積の意味を知る。 

○１Ｌ＝1000 ㎤ 
整理・分析 

  

 ◎Ｌと㎤の単位の関
係をとらえること
ができ, 容積の意
味を知る。 

  （ノート・発表） 

４ 

・㎥の単位を知り, 直方体
や立方体の体積を求める
ことができる。 

○体積は, １㎥がいくつ分
あるかで表すことができ
る。       

整理・分析                       

  

◎m 単位の直方体
や立方体の体積
を求めることが
できる。 

 （ノート・発表） 
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８ 本時の展開 

（１）本時のめあて（目標）   

体積が分かっている直方体の高さを考える活動を通して，体積の公式を活用すれば求められること

に気が付き，体積の公式の理解を深めることができる。 

  

（２）観点別評価規準 

   ◎体積を求める公式を活用して，直方体の高さを求めることができている。 
 
 

   評価方法：発表, ノート 

 

 

 

 

 

 

５ 

・体積の公式を使って，直
方体の高さを求める。 

〇体積÷（たて×横）で求
めることができる。 

（本時） 
実行 

 

◎体積の公式を
活用して直方
体の高さを求
めることがで
きる。 

（ノート・発表） 

  

６ 

・㎥と㎤との関係を理解す
る。 

○1㎥＝1000000 ㎤ 
整理・分析 

○１㎥の大きさの
量感をとらえよ
うとしている。 

   （行動観察） 

  

◎１㎥と１㎤との関
係を理解する。 

  （ノート・発表） 
 

７ 

・Ｌ字型などの図形の体積
を工夫して考え, 求め
る。 

○直方体や立方体になるよ
うに分けたり, つぎ足し
たりすると, 体積を求め
られる。 

実行 

 

◎Ｌ字型やＵ字
型の図形の体
積を, 既習の
体積の公式を
使 っ て 求 め , 
その考え方を
説明できる。 

（ノート・発表） 

  

８ 

・高さと体積の比例関係を
とらえたり, 体積の公式
をもとに高さを求めたり
する。 

○直方体の体積と高さは比
例する。    

整理・分析 

 

◎比例関係をも
とに, 縦, 横
の長さと体積
から高さを求
めることがで
きる。 

（ノート・発表） 

 ○体積は高さに比例
するという意味が
わかる。 
（ノート・発表） 
 
 

 

９ 

・1000 ㎤の入れ物を色々と
考え, 実際に工作用紙を
使ってつくる。 

○たて×横×高さが1000に
なるようにつくる。                           

実行
まとめ・創造・表現 

◎1000 ㎤になる
直方体の入れ物
の形を色々と考
えようとしてい
る。 
 （行動観察） 

 

   

10 

・学習内容の理解を確認す
る。 

 振り返り 
  

◎公式を活用し
て, 直方体や立
方体の体積を求
めることができ
る。 
 （行動観察） 
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（３）本時で育成したい資質・能力の評価基準（達成した児童の姿） 

 

 

 

 

（４）学習の展開 

 学習活動 

・児童の思考の流れ学習スパイラル 

指導上の留意事項（・） 

（支援の具体的ＵＤ） 

○評価規準 

（評価方法） 

導

入 

１ 問題提示 
 １辺が８㎝の立方体がありま
す。この立方体と同じ体積で，た
て８㎝，横４㎝の直方体の高さは
何㎝ですか。 
２ 気付きの交流 

整理・分析 
・１辺が８㎝の立方体がある 
・縦８㎝，横４㎝の直方体が
ある 

 ・直方体の高さを求める問題 
・直方体の体積＝たて×横×
高さ 

・立方体の体積＝１辺×１辺
×１辺 

・立方体と直方体の体積は同
じ 

３ 解決への見通し立て 
整理・分析 

  ・立方体の体積は８×８×８ 
 ・体積の公式を使う 
 ・面積のときと同じようにす

る 
４ めあての作成 課題の設定 
 
 

・場面絵, 問題文の順に提示し, 問題場
面が把握しやすいようにする。                       

  （UD⑨視覚化） 

・問題文をノートに写させ，繰り返し
音読するように指導する。 

・問題文をもとに, 既習事項とつなげ
て気付いたことを発表させる。 

・気付きが言える児童が少ない場合に
はペアトークさせる。 

・学習問題の図形が立方体と直方体で
あることや縦, 横, 高さの辺の長さ, 

立法体と直方体の体積の求め方な
ど, 学習問題から分かる情報を発表
させる。 

・体積を求める公式の意味は，単位体
積が縦にいくつ，横にいくつあり，
それが何段分あるかという意味であ
ることを振り返る。 

・児童の発表から出てきたキーワード
は板書し，見通しをもたせる。      

（ＵＤ⑤見通し） 

・体積は分かっているが，高さが分か
らないという前時までの学習との違
いから, 本時の課題につなげる。 

 

 

 

 

展

開 

５ 個の学びをする 
         情報の収集 
○式を立てる。 
 ８×８×８＝512 
 ８×４＝32 

  512÷32＝16   16 ㎝ 
 
 
 
 
６ 集団解決をする 
【グループでの学び】 
○ペアで，式を交流し, 式の意

・面積の学習で, 大きな面積は㎠では
なく㎡で表したことを思い出させ
る。 

・面積の値を横の長さで割ると，縦の
長さを求めることができたことを思
い出させる。 

・机間指導を行い，児童一人ひとりの
学習状況を把握する。 

・自力で考えることが難しい児童には, 

途中まででも良いことを伝える。 

・途中までの説明でもよい。書けてい
なくても，説明できるところまで相
手に伝えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力 評価基準（達成した児童の姿） 

思考力 

Ａ 体積を求める公式を活用して，直方体の高さを求めるとともに，図と関連さ

せながら，１㎤の立方体を単位体積として式の意味を説明することができる。 

Ｂ 体積を求める公式を活用して，直方体の高さを求め，１㎤の立方体を単位体

積として式の意味を説明することができる。 

Ｃ 課題を解決することができない。 

めあて  体積が分かっている直方体の高さの求め方は？ 

や 
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4/19  1000 ㎤の入れ物づくりをしよう！   ○め                  ○ま  

   体積 

○も   

                     

 

 

 

・直方体の高さを求め 

る問題 

・直方体の体積＝たて×横×高さ 

・立方体の体積＝１辺×１辺×１辺 

・立方体と直方体の体積は同じ 

・体積の公式を使う 

・面積のときと同じようにする 

 

 

 

味を説明し合う。 
 
【全員での学び】 
○式を確認し, ペアで前に出
て, 発表させる。 

 
 
 
 
７ 学習課題のまとめをする 

まとめ・創造・表現 
       
 
 
 
 
 
８ 適応問題を解く 
 体積が 180 ㎤で，たて 10 ㎝，
横３㎝の直方体があります。この
直方体の高さは何㎝ですか。 

         （ＵＤ⑪シェア） 
・ペアで前に出て，役割分担をしなが
ら発表させる。 

・児童に説明させながら, 直方体の１
段目に，縦に８個，横に４個の１㎤
の立方体が敷き詰められており，そ
れが何段分あるかを割り算を使って
求めることを押さえる。 

・児童の説明で押さえたい部分をもう
一度別の児童に繰り返し発表させた
り, 発表している児童に逆質問させ
たりする。 

・発表の際に児童から出たキーワード
を板書しておき, 本時のまとめにつ
なげる。 

 
 
・本時に学習した考え方を使って答え
を求めさせる。 

 

 

◯体積を求める公式

を活用して，直方体

の高さを求めるこ

とができている。 

（ノート・発表） 

ま

と

め 

９ 振り返りをする 

          振り返り 

・本時の学習をノートに振り返らせる。  

 

 

９ 板書計画  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

体積が分かっている直方体

の高さの求め方は？ 

？ 

 

 

体積÷（たて×横）で求める

ことができる。 

まとめ  体積÷（たて×横）で求めることができる。 

○れ体積が 180 ㎤で，たて 10 ㎝，横

３㎝の直方体があります。この

直方体の高さは何㎝ですか 

 

 180÷（10×３）＝６ 

            ６㎝ 

 

○ふ  

考え方 ８×８×８＝512 

    ８×４＝32 

    512÷32＝16   16 ㎝ 

 

 

 

 

直方体の高さ＝体積÷（たて×横） 

１辺が８㎝の立方体があり

ます。この立方体と同じ体積

で，たて８㎝，横４㎝の直方体

の高さは何㎝ですか。 

 

イラスト 

１㎤の立方体が１段目に 32

個敷き詰められている 

 


